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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェブの先端側に向けて先細になる第１傾斜案内部が設けられて前記ウェブの先端部に
該ウェブの幅方向の中心より一方側であって前記ウェブの先端に長手方向に対する位置決
め部をもって固定される第１案内部材を有し、
　前記第１案内部材は、光透過部材により形成され、前記位置決め部は、前記ウェブの幅
方向に沿う位置決め線である、
　ことを特徴とするウェブの仕立構造。
【請求項２】
　ウェブの先端側に向けて先細になる第１傾斜案内部が設けられて前記ウェブの先端部に
該ウェブの幅方向の中心より一方側であって前記ウェブの先端に長手方向に対する位置決
め部をもって固定される第１案内部材と、
　前記ウェブの先端側に向けて先細になる第２傾斜案内部が設けられて前記ウェブの先端
部に該ウェブの幅方向の中心より他方側であって前記ウェブの先端に固定される第２案内
部材とを有し、
　前記第２案内部材は、先端が前記位置決め部を基準として固定される、
　ことを特徴とするウェブの仕立構造。
【請求項３】
　前記第２案内部材におけるウェブの長手方向の長さは、前記第１案内部材における基端
部から前記位置決め部までの長さと略同等に設定されることを特徴とする請求項２に記載
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のウェブの仕立構造。
【請求項４】
　ウェブの先端側に向けて先細になる第１傾斜案内部が設けられて前記ウェブの先端部に
該ウェブの幅方向の中心より一方側であって前記ウェブの先端に長手方向に対する位置決
め部をもって固定される第１案内部材と、
　前記ウェブの先端側に向けて先細になる第２傾斜案内部が設けられて前記ウェブの先端
部に該ウェブの幅方向の中心より他方側であって前記ウェブの先端に固定される第２案内
部材とを有し、
　前記第２案内部材は、前記ウェブの幅方向の中心より他方側であると共に中心側に寄っ
て固定され、前記ウェブの先端部が前記第２傾斜案内部に沿って加工される、
　ことを特徴とするウェブの仕立構造。
【請求項５】
　前記第２案内部材におけるウェブの長手方向の長さは、前記第１案内部材におけるウェ
ブの長手方向の長さより短く設定されていることを特徴とする請求項２から４のいずれか
一項に記載のウェブの仕立構造。
【請求項６】
　前記ウェブの先端における幅方向の中心部に前記ウェブの幅方向に沿う直線部が設けら
れることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のウェブの仕立構造。
【請求項７】
　前記第１傾斜案内部は、前記ウェブの長手方向に対して４５度以下の角度に設定される
ことを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか一項に記載のウェブの仕立構造。
【請求項８】
　ウェブの先端を幅方向に沿って切断する工程と、
　ウェブの先端部を所定の位置に位置決めする工程と、
　第１傾斜案内部と長手方向の位置決め部を有する第１案内部材を前記ウェブの幅方向の
中心より一方側であって前記ウェブの先端に前記位置決め部をもって固定する工程と、
　を有し、
　第２傾斜案内部を有する第２案内部材を前記ウェブの幅方向の中心より他方側であって
前記ウェブの先端に前記位置決め部を基準として固定する工程と、前記ウェブの先端部を
前記第２傾斜案内部に沿って加工する工程とを設ける、
　ことを特徴とするウェブの仕立方法。
【請求項９】
　前記第１案内部材と前記第２案内部材との間に前記ウェブの先端における幅方向の中心
部に対応して前記ウェブの幅方向に沿う直線部を設けることを特徴とする請求項８に記載
のウェブの仕立方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウェブを印刷機へ通すためにその先端部を仕立てるウェブの仕立構造及び仕
立方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、新聞用オフセット輪転印刷機は、複数の給紙ユニットを有する給紙装置と、複
数の印刷ユニットを有する印刷装置と、ウェブパス装置と、複数の折ユニットを有する折
機と、排紙装置とから構成されている。従って、給紙装置から各印刷ユニットにウェブが
供給されると、各ウェブに対して各印刷ユニットにより印刷が施され、ウェブパス装置で
多数のウェブの走行ルートが変更されてから所定の順番に重ね合わされた後、折機にて、
ウェブが縦折りされてから所定の長さで横裁断され、横折されることで折帖が形成され、
印刷物（新聞）として排紙される。
【０００３】
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　このように構成された新聞用オフセット輪転印刷機では、印刷開始前に、給紙装置に支
持された巻取紙（ロール紙）の先端部に対して仕立を行い、紙通し装置を用いて給紙装置
から折機まで導く必要がある。この紙通し装置としては、例えば、下記特許文献１に記載
されたものがある。この特許文献１に記載された紙通し装置は、給紙部から折部までのウ
ェブの走行経路に沿ってガイドレールを配設し、このガイドレールに沿って走行体を移動
自在に支持し、紙通し時に、ウェブの先端を紐により走行体に結合し、駆動装置によりこ
の走行体をガイドレールに沿って走行させることで、ウェブを給紙装置から折機まで通し
ている。
【０００４】
　この場合、ウェブは、先端部に仕立処理が施される。即ち、ウェブは、先端部が斜めに
カットされ、尖った側の一縁部の先端に紐の一端が固定されると共に、幅方向のほぼ中間
部に別の紐の一端が固定される。そして、各紐の他端がウェブの両側に配設された各ガイ
ドレールの走行体に固定され、各走行体が移動することで、紙通しが行われる。
【０００５】
　また、ウェブの仕立装置としては、下記特許文献２に記載されたものがある。特許文献
２に記載された引込先端部は、２つの部分被印刷物ウェブのそれぞれに部分被印刷物ウェ
ブを引き込むために割り当てられている引込先端部要素を設け、この各引込先端部要素が
接続装置に作用する引張力によって互いに分離可能したものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２８０１６７号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１４８１５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ウェブの紙通しを行う場合、先端部が各ローラ間に適正に進入することができるように
、斜めに加工する必要がある。上述した従来の紙通し装置では、事前にウェブの先端部を
斜めにカットしている。また、上述した従来の引込先端部では、ウェブの先端部に引込先
端部要素を固定している。そのため、ウェブを仕立てするための作業時間が長くなり、作
業が煩雑となってしまうという問題がある。
【０００８】
　本発明は、上述した課題を解決するものであり、ウェブ仕立作業時間を短縮することで
作業性の向上を可能とするウェブの仕立構造及び仕立方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するための本発明のウェブの仕立構造は、ウェブの先端側に向けて先
細になる第１傾斜案内部が設けられて前記ウェブの先端部に該ウェブの幅方向の中心より
一方側であって前記ウェブの先端に長手方向に対する位置決め部をもって固定される第１
案内部材を有する、ことを特徴とするものである。
【００１０】
　従って、第１傾斜案内部を有する第１案内部材が、位置決め部によりウェブの先端部に
高精度に固定されることとなり、ウェブの先端部を幅方向の全体にわたって斜めに切断す
る必要はなく、また、ウェブの先端部に幅方向に大きな引込先端部要素を固定する必要は
なく、ウェブ仕立作業時間を短縮することで作業性を向上することができる。
【００１１】
　本発明のウェブの仕立構造では、前記ウェブの先端における幅方向の中心部に前記ウェ
ブの幅方向に沿う直線部が設けられることを特徴としている。
【００１２】
　従って、ウェブの先端における幅方向の中心部に直線部が設けられることで、ウェブが
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走行経路の途中で、幅方向の中心部で切断されるとき、直線部から切断されることとなり
、第１案内部材が損傷することなく、ウェブを適正に切断することができる。
【００１３】
　本発明のウェブの仕立構造では、前記第１案内部材は、光透過部材により形成され、前
記位置決め部は、前記ウェブの幅方向に沿う位置決め線であることを特徴としている。
【００１４】
　従って、第１案内部材を光透過部材とすることで、ウェブの先端と第１案内部材の位置
決め線とを容易に適合させることができ、作業性を向上することができる。
【００１５】
　本発明のウェブの仕立構造では、前記第１傾斜案内部は、前記ウェブの長手方向に対し
て４５度以下の角度に設定されることを特徴としている。
【００１６】
　従って、第１傾斜案内部の角度を４５度以下に設定することで、ウェブパス装置のター
ンバーに第１案内部材を介してウェブを適正に通すことができる。
【００１７】
　本発明のウェブの仕立構造では、前記ウェブの先端側に向けて先細になる第２傾斜案内
部が設けられて前記ウェブの先端部に該ウェブの幅方向の中心より他方側であって前記ウ
ェブの先端に固定される第２案内部材を有することを特徴としている。
【００１８】
　従って、第１傾斜案内部を有する第１案内部材がウェブの先端部における幅方向の一方
側に固定され、第２傾斜案内部を有する第２案内部材がウェブの先端部における幅方向の
他方側に固定されるため、ウェブが走行経路の途中で、幅方向の中心部で切断されたとき
、各案内部材により切断された各ウェブを適正に走行させることができる。
【００１９】
　本発明のウェブの仕立構造では、前記第２案内部材は、先端が前記位置決め部を基準と
して固定されることを特徴としている。
【００２０】
　従って、第２案内部材は、先端が第１案内部材の位置決め部を基準として固定されるこ
とで、ウェブの長手方向における２つの案内部材の固定位置が適正位置となり、ウェブは
、幅方向の各端部がそれぞれ案内部材を介して適正に牽引されることとなり、ウェブを適
正に走行させることができる。
【００２１】
　本発明のウェブの仕立構造では、前記第２案内部材におけるウェブの長手方向の長さは
、前記第１案内部材における基端部から前記位置決め部までの長さと略同等に設定される
ことを特徴としている。
【００２２】
　従って、ウェブに対して第１案内部材を固定する領域を適正に設定することができ、第
１案内部材を精度よく固定することができる。
【００２３】
　本発明のウェブの仕立構造では、前記第２案内部材は、前記ウェブの幅方向の中心より
他方側であると共に中心側に寄って固定され、前記ウェブの先端部が前記第２傾斜案内部
に沿って加工されることを特徴としている。
【００２４】
　従って、ウェブの幅方向の他方側は、第２案内部材の第２傾斜案内部に沿った傾斜案内
部となることから、このウェブを適正に走行させることができる。
【００２５】
　本発明のウェブの仕立構造では、前記第２案内部材におけるウェブの長手方向の長さは
、前記第１案内部材におけるウェブの長手方向の長さより短く設定されていることを特徴
としている。
【００２６】
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　従って、第２案内部材の先端部が連結部材を介して牽引されてウェブが搬送されるとき
、第２案内部材が変形しにくくなり、ウェブを適正に走行させることができる。
【００２７】
　また、本発明のウェブの仕立方法は、ウェブの先端を幅方向に沿って切断する工程と、
ウェブの先端部を所定の位置に位置決めする工程と、第１傾斜案内部と長手方向の位置決
め部を有する第１案内部材を前記ウェブの幅方向の中心より一方側であって前記ウェブの
先端に前記位置決め部をもって固定する工程と、を有することを特徴とするものである。
【００２８】
　従って、幅方向に沿ったウェブの先端部に、第１傾斜案内部を有する第１案内部材が位
置決め部により高精度に固定されることとなり、ウェブの先端部を幅方向の全体にわたっ
て斜めに切断する必要はなく、また、ウェブの先端部に幅方向に大きな引込先端部要素を
固定する必要はなく、ウェブ仕立作業時間を短縮することで作業性を向上することができ
る。
【００２９】
　本発明のウェブの仕立方法では、第２傾斜案内部を有する第２案内部材を前記ウェブの
幅方向の中心より他方側であって前記ウェブの先端に前記位置決め部を基準として固定す
る工程と、前記ウェブの先端部を前記第２傾斜案内部に沿って加工する工程とを設けるこ
とを特徴としている。
【００３０】
　従って、第２案内部材は、先端が第１案内部材の位置決め部を基準として固定されるこ
とで、ウェブの長手方向における２つの案内部材の固定位置が適正位置となり、ウェブは
、幅方向の各端部がそれぞれ案内部材を介して適正に牽引されることとなり、ウェブを適
正に走行させることができる。
【００３１】
　本発明のウェブの仕立方法では、前記第１案内部材と前記第２案内部材との間に前記ウ
ェブの先端における幅方向の中心部に対応して前記ウェブの幅方向に沿う直線部を設ける
ことを特徴としている。
【００３２】
　従って、第１傾斜案内部を有する第１案内部材がウェブの先端部における幅方向の一方
側に固定され、第２傾斜案内部を有する第２案内部材がウェブの先端部における幅方向の
他方側に固定され、その間に直線部が設けられることで、ウェブが走行経路の途中で、幅
方向の中心部で切断されるとき、直線部から切断されることとなり、各案内部材が損傷す
ることなく、ウェブを適正に切断することができる。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明のウェブの仕立構造及び仕立方法によれば、ウェブの先端側に向けて先細になる
第１傾斜案内部が設けられてウェブの先端部にウェブの幅方向の中心より一方側であって
前記ウェブの先端に長手方向に対する位置決め部をもって固定される第１案内部材を設け
るので、ウェブ仕立作業時間を短縮することで作業性を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１は、本発明の一実施例に係る紙通し装置を表す概略図である。
【図２】図２は、紙通し装置に用いる走行体を表す正面図である。
【図３】図３は、紙通し装置に用いる駆動装置を表す概略図である。
【図４】図４は、紙通し装置の要部を表す側面図である。
【図５】図５は、紙通し装置の要部を表す斜視図である。
【図６】図６は、仕立装置を表す正面図である。
【図７】図７は、本実施例の仕立方法を表す概略図である。
【図８】図８は、本実施例の仕立方法を表す概略図である。
【図９】図９は、本実施例の仕立方法を表す概略図である。
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【図１０】図１０は、本実施例の仕立方法を表す概略図である。
【図１１】図１１は、本実施例の仕立方法を表す概略図である。
【図１２】図１２は、本実施例の新聞用オフセット輪転印刷機を表す概略構成図である。
【図１３】図１３は、本実施例の新聞用オフセット輪転印刷機における印刷ユニットを表
す概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係るウェブの仕立構造及び仕立方法の好適な実施
例を詳細に説明する。なお、この実施例により本発明が限定されるものではなく、また、
実施例が複数ある場合には、各実施例を組み合わせて構成するものも含むものである。
【実施例】
【００３６】
　図１は、本発明の一実施例に係る紙通し装置を表す概略図、図２は、紙通し装置に用い
る走行体を表す正面図、図３は、紙通し装置に用いる駆動装置を表す概略図、図４は、紙
通し装置の要部を表す側面図、図５は、紙通し装置の要部を表す斜視図、図６は、仕立装
置を表す正面図、図７から図１１は、本実施例の仕立方法を表す概略図、図１２は、本実
施例の新聞用オフセット輪転印刷機を表す概略構成図、図１３は、本実施例の新聞用オフ
セット輪転印刷機における印刷ユニットを表す概略構成図である。
【００３７】
　本実施例の印刷機は、図１２に示すように、新聞用オフセット輪転印刷機であって、給
紙装置Ｒと、インフィード装置Ｉと、印刷装置Ｕと、ウェブパス装置Ｄと、折機Ｆとから
構成されている。給紙装置Ｒは、複数（本実施例では、７台）の給紙ユニットＲ１～Ｒ７
を有し、インフィード装置Ｉは、複数（本実施例では、７台）のインフィードユニットＩ
１～Ｉ７を有し、印刷装置Ｕは、複数（本実施例では、６台）の印刷ユニットＵ１～Ｕ６
を有し、ウェブパス装置Ｄは、複数（本実施例では、２台）のウェブパスユニットＤ１，
Ｄ２を有し、折機Ｆは、複数（本実施例では、２個）の折ユニットＦ１，Ｆ２を有してい
る。
【００３８】
　この場合、印刷ユニットＵ１～Ｕ６を６台として説明したが、各印刷ユニットＵ１～Ｕ
６は、４色刷りが可能であると共に、上下に分割して１２台の２色刷りが可能な印刷ユニ
ットＵ１１，Ｕ１２，Ｕ２１・・・Ｕ６１，Ｕ６２として用いることができる。
【００３９】
　また、２つの折ユニットＦ１，Ｆ２を上下に並べて記載したが、実際には、紙面に直交
する方向に並んで配置される操作側折ユニットＦ１と駆動側折ユニットＦ２となっている
。更に、印刷装置Ｕを２つの部分から記載したが、機能上２つに分けて記載しただけであ
り、実際には、１つの装置となっている。
【００４０】
　そして、本実施例の新聞用オフセット輪転印刷機では、図示しない建屋の１階の床面上
に給紙ユニットＲ１～Ｒ７が設置され、２階にインフィードユニットＩ１～Ｉ７が設置さ
れ、２階及び３階に印刷ユニットＵ１～Ｕ６が設置され、３階から５階にウェブパス装置
Ｄが設置され、また、２階、３階に折機Ｆが設置されている。
【００４１】
　給紙装置Ｒにおいて、給紙ユニットＲ１～Ｒ７は、ほぼ同様の構成をなし、ウェブＷが
ロール状に巻かれた３つの巻取紙を保持する保持アーム１１を有し、この保持アーム１１
を回動することで、巻取紙を給紙位置に回動することができる。また、この各給紙ユニッ
トＲ１～Ｒ７は、図示しない紙継装置が設けられており、給紙位置で繰り出されている巻
取紙が残り少なくなると、この紙継装置により給紙位置にある巻取紙に対して、待機位置
にある巻取紙を紙継することができる。
【００４２】
　インフィード装置Ｉにおいて、インフィードユニットＩ１～Ｉ７は、ほぼ同様の構成を
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なし、印刷装置Ｕの各印刷ユニットＵ１～Ｕ６に送り込むウェブＷのテンションを調整す
ることで、印刷装置Ｕを走行するウェブＷのテンションを適正値に安定して維持するよう
にしている。例えば、各インフィードユニットＩ１～Ｉ７は、インフィードローラ、紙押
えゴムローラ、ダンサローラ、ガイドローラなどを有している。そして、ダンサローラを
ウェブＷの張り方向に付勢することでウェブＷのテンションを適正し、このダンサローラ
の揺動に応じてインフィードローラの周速を変更し、ウェブＷの適正なテンションを維持
している。
【００４３】
　なお、給紙装置Ｒからインフィード装置ＩまでのウェブＷのテンションは、給紙ユニッ
トＲ１～Ｒ７に設けられた図示しないブレーキ装置により行っており、給紙装置Ｒに設け
られたテンション検出ローラの検出結果に基づいて、このブレーキ装置を制御している。
また、印刷装置Ｕの下流側には、駆動源により駆動回転可能なドラグローラ１２が設けら
れており、このドラグローラ１２の周速やダンサローラの付勢力を制御することで、ウェ
ブＷのテンションを調整している。
【００４４】
　印刷装置Ｕにおいて、印刷ユニットＵ１～Ｕ６は、両面４色印刷を行うことができる多
色刷印刷ユニットである。但し、各印刷ユニットＵ１～Ｕ６は、上下に分割することで、
両面２色印刷を行うことができる印刷ユニットＵ１１～Ｕ６２とすることができる。各印
刷ユニットＵ１１～Ｕ６２は、ほぼ同様の構成をなし、後述するが、インキ供給装置、版
胴、ブランケット胴などを有している。本実施例では、各印刷ユニットＵ１～Ｕ６にて、
版胴の周長（直径）とブランケット胴の周長（直径）がほぼ同径に設定されている。また
、版胴の周面には、周方向（ウェブＷの天地長さ方向）に沿って１つで、且つ、軸方向（
ウェブＷの幅方向）に沿って４つの刷版が着脱自在となっている。もちろん、版胴の周長
とブランケット胴の周長がほぼ１対１の関係ではなく、ブランケット胴の周長が版胴の周
長のほぼ２倍であってもよい。
【００４５】
　なお、本実施例では、印刷ユニットＵ１～Ｕ６を、全て多色刷印刷ユニットにより構成
したが、この構成に限定されるものではない。例えば、両面２色刷印刷ユニット、両面単
色刷印刷ユニット、一面４色または単色刷印刷ユニットなど、印刷物に応じて適宜各種ユ
ニットを組み合わせて使用すればよい。
【００４６】
　ウェブパス装置Ｄにおいて、ウェブパスユニットＤ１は、印刷ユニットＵ１～Ｕ３に対
して設けられ、ウェブパスユニットＤ２は、印刷ユニットＵ４～Ｕ６に対して設けられて
いる。各ウェブパスユニットＤ１，Ｄ２は、ほぼ同様の構成をなし、ウェブＷを縦（ウェ
ブＷの天地長手方向、ウェブＷの搬送方向）に沿ってその幅方向の中央部で裁断するスリ
ッタ、縦裁断したウェブＷの走行経路を設定するターンバー、ウェブＷにおける天地長手
方向における搬送位置を調整するコンペンセータなどを有している。
【００４７】
　従って、各印刷ユニットＵ１～Ｕ３で印刷が施された各ウェブＷは、ウェブパスユニッ
トＤ１にて、スリッタにより縦裁断され、ターンバーにより走行経路が変更され、コンペ
ンセータにより走行位置が調整されてから所定の順番に重ね合わされる。また、印刷ユニ
ットＵ４～Ｕ６で印刷が施された各ウェブＷは、ウェブパスユニットＤ２にて、スリッタ
により縦裁断され、ターンバーにより走行経路が変更され、コンペンセータにより搬送位
置が調整されてから所定の順番に重ね合わされる。
【００４８】
　折機Ｆにて、２つの折ユニットＦ１，Ｆ２は、操作側と駆動側に配設されている。従っ
て、ウェブパスユニットＤ１から複数のウェブＷ１が重ねられて導入されると、折ユニッ
トＦ１は、ウェブＷを縦折りし、所定の長さで横裁断し、横折りして折帖を形成し、新聞
として排紙することができる。また、ウェブパスユニットＤ２から複数のウェブＷ２が重
ねられて導入されると、折ユニットＦ２は、ウェブＷを縦折りし、所定の長さで横裁断し
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、横折りして折帖を形成し、新聞として排紙することができる。この場合、折機Ｆでは、
折ユニットＦ１，Ｆ２が各ウェブパスユニットＤ１，Ｄ２からのウェブＷ１，Ｗ２を処理
するだけでなく、各折ユニットＦ１，Ｆ２の一方がまとめて処理することもできる。
【００４９】
　従って、この新聞用オフセット輪転印刷機では、給紙装置Ｒの各給紙ユニットＲ１～Ｒ
７からそれぞれ供給された各ウェブＷは、インフィード装置Ｉの各インフィードユニット
Ｉ１～Ｉ７によりテンションが調整され、印刷装置Ｕの各印刷ユニットＵ１～Ｕ６に供給
される。この印刷装置Ｕにおける各印刷ユニットＵ１～Ｕ６にて、各ウェブＷの両面に印
刷が施される。そして、各印刷ユニットＵ１～Ｕ３で印刷が施された各ウェブＷは、ウェ
ブパスユニットＤ１にて、スリッタにより縦裁断され、ターンバーにより走行経路が変更
され、コンペンセータにより搬送位置が調整されてから所定の順番に重ね合わされる。ま
た、印刷ユニットＵ４～Ｕ６で印刷が施された各ウェブＷは、ウェブパスユニットＤ２に
て、スリッタにより縦裁断され、ターンバーにより走行経路が変更され、コンペンセータ
により搬送位置が調整されてから所定の順番に重ね合わされる。
【００５０】
　その後、折機Ｆでは、ウェブパスユニットＤ１から複数のウェブＷ１が重ねられて導入
されると、折ユニットＦ１は、ウェブＷを縦折りし、所定の長さで横裁断し、横折りして
折帖を形成し、新聞として排紙する。また、ウェブパスユニットＤ２から複数のウェブＷ
２が重ねられて導入されると、折ユニットＦ２は、ウェブＷを縦折りし、所定の長さで横
裁断し、横折りして折帖を形成し、新聞として排紙する。
【００５１】
　ここで、印刷装置Ｕにおける印刷ユニットＵ１について詳細に説明するが、他の印刷ユ
ニットＵ１～Ｕ６もほぼ同様の構成となっている。印刷ユニットＵ１は、図１３に示すよ
うに、４色印刷が可能となるように、Ｈ型のタワーユニットとなっている。この印刷ユニ
ットＵ１は、ウェブＷの搬送方向（下から上）に沿って、墨（Black）、藍（Cyan）、紅
（Magenta）、黄（Yellow）ごとの４つのスタック２１，２２，２３，２４が配置されて
構成されており、各スタック２１，２２，２３，２４は、それぞれ左右対称となるローラ
配列となっている。
【００５２】
　即ち、印刷ユニットＵ１における各スタック２１，２２，２３，２４は、左右に対向し
てブランケット胴３１ａ，３１ｂ，３２ａ，３２ｂ，３３ａ，３３ｂ，３４ａ，３４ｂが
ウェブＷの走行経路を挟んで対接可能であり、各ブランケット胴３１ａ，３１ｂ，３２ａ
，３２ｂ，３３ａ，３３ｂ，３４ａ，３４ｂに版胴４１ａ，４１ｂ，４２ａ，４２ｂ，４
３ａ，４３ｂ，４４ａ，４４ｂが対接している。そして、各スタック２１，２２，２３，
２４は、各版胴４１ａ，４１ｂ，４２ａ，４２ｂ，４３ａ，４３ｂ，４４ａ，４４ｂに対
して、インキ供給装置５１ａ，５１ｂ，５２ａ，５２ｂ，５３ａ，５３ｂ，５４ａ，５４
ｂが設けられている。また、各版胴４１ａ，４１ｂ，４２ａ，４２ｂ，４３ａ，４３ｂ，
４４ａ，４４ｂに対して、湿し水装置６１ａ，６１ｂ，６２ａ，６２ｂ，６３ａ，６３ｂ
，６４ａ，６４ｂが設けられている。
【００５３】
　この場合、スタック２１，２３は、ブランケット胴３１ａ，３１ｂ，３３ａ，３３ｂと
版胴４１ａ，４１ｂ，４３ａ，４３ｂがハの字形状に配列され、スタック２２，２４は、
ブランケット胴３２ｂ，３２ｂ，３４ａ，３４ｂと版胴４２ａ，４２ｂ，４４ａ，４４ｂ
が逆ハの字形状に配列されている。そして、各版胴４１ａ，４１ｂ，４２ａ，４２ｂ，４
３ａ，４３ｂ，４４ａ，４４ｂにて、外周面に異なる絵柄を印刷する刷版（図示略）が軸
方向、つまり、ウェブＷの幅方向に２つ（または、４つ）並べて装着可能となっている。
なお、刷版の取付数は適宜設定すればよい。
【００５４】
　このように構成された本実施例の新聞用オフセット輪転印刷機では、図１に示すように
、給紙装置Ｒにおける各給紙ユニットＲ１～Ｒ７に支持された各ウェブ（巻取紙）Ｗが、
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印刷形態に応じた所定のウェブパスルート（走行経路）を通るようにインフィード装置Ｉ
、印刷装置Ｕ、ウェブパス装置Ｄ、折機Ｆを導く紙通し装置７１が設けられている。以下
、紙通し装置７１について説明するが、この紙通し装置７１は、給紙装置Ｒの各給紙ユニ
ットＲ１～Ｒ７に対応して設けられており、ここでは、給紙装置Ｒの給紙ユニットＲ１に
対応したものについて説明する。
【００５５】
　紙通し装置７１は、給紙装置Ｒから折機Ｆまでの各ウェブパスルートに沿って付設され
るガイドレール７２と、このガイドレール７２に沿って移動自在な走行体７３（図２参照
）と、この走行体７３を駆動する複数の駆動装置７４（図３参照）とを有している。
【００５６】
　そして、この紙通し装置７１による紙通し方法は、ウェブＷの走行を停止して印刷装置
Ｕから排出されたウェブＷを幅方向に切断する切断工程と、切断された下流側のウェブＷ
の先端部Ｗａ（図５参照）に対して仕立処理を行う仕立工程と、ウェブＷの走行経路に沿
ったガイドレール７２における印刷装置Ｕの排出側の連結位置に走行体７３を停止する走
行体停止工程と、仕立処理されたウェブＷの先端部Ｗａに走行体７３を連結する連結工程
と、走行体７３を移動してウェブＷの先端部Ｗａを印刷装置Ｕからウェブパス装置Ｄを介
して折機Ｆまで通す紙通し工程と、を有している。
【００５７】
　ガイドレール７２は、給紙ユニットＲ１の給紙位置にある巻取紙の近傍に始端部（入口
）７２ａが配置され、この始端部７２ａからインフィードユニットＩ１を介して印刷ユニ
ットＵ１まで第１ガイドレール７２ｂが配設されている。また、ガイドレール７２は、印
刷ユニットＵ１の出口から連続してウェブパスユニットＤ１まで第２ガイドレール７２ｃ
が配設されている。このウェブパスユニットＤ１は、スリッタＤ１１、ターンバーＤ１２
、コンペンセータＤ１３を有しており、ガイドレール７２は、スリッタＤ１１及びターン
バーＤ１２から折ユニットＦ１まで複数の第３ガイドレール７２ｄが配設されている。即
ち、各印刷ユニットＵ１～Ｕ３から送られたウェブＷは、ウェブパスユニットＤ１（スリ
ッタＤ１１及びターンバーＤ１２）により複数のウェブパスルートから選択された１つの
ウェブパスルートを走行することとなる。
【００５８】
　また、ガイドレール７２は、ウェブパスユニットＤ１から折ユニットＦ１まで配設され
た複数の第３ガイドレール７２ｄが、この折ユニットＦ１の直前で合流され、１つの第４
ガイドレール７２ｅとなる。そして、ガイドレール７２は、折ユニットＦ１の近傍に下流
端（出口）７２ｆが配置される。
【００５９】
　このガイドレール７２にて、給紙ユニットＲ１からウェブパスユニットＤ１までの第１
、第２ガイドレール７２ｂ，７２ｃは、ウェブパスルートの両側にそれぞれ配置され、ウ
ェブパスユニットＤ１から折ユニットＦ１までの第３ガイドレール７２ｄは、ウェブパス
ルートの一側に配置され、折ユニットＦ１の第４ガイドレール７２ｅは、ウェブパスルー
トの両側にそれぞれ配置されている。
【００６０】
　走行体７３は、図２に示すように、可撓性を有する帯状のプレート部材７３ａであり、
ガイドレール７２から外れずに移動できるように、ガイドピン７３ｂが長手方向に所定間
隔で複数設けられている。また走行体７３は、中間部は幅広となるように一方側に突出す
る突出部７３ｃが設けられており，この突出部７３ｃにウェブＷの先端部と連接するため
の後述する紐１０３，１０４を結合する連結孔７３ｄが形成されると共に、後述する近接
センサ１１１が検出可能な検出ブロック７３ｅが設けられている。
【００６１】
　このように構成された走行体７３は、紙通し作業前に、給紙ユニットＲ１のガイドレー
ル７２の始端部７２ａから挿入され、紙通し作業後に、折ユニットＦ１の下流端７２ｆか
ら排出される。また、走行体７３は、ガイドレール７２内を移動するとき、突出部７３ｃ
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（連結孔７３ｄ及び検出ブロック７３ｅ）がウェブＷ側を向き、ガイドレール７２の切欠
（図差略）からウェブＷ側に突出している。
【００６２】
　駆動装置７４は、図３に示すように、駆動モータ７４ａと、この駆動モータ７４ａによ
り駆動回転される一対の駆動ローラ７４ｂ，７４ｃを有している。そして、この駆動ロー
ラ７４ｂ，７４ｃは、ガイドレール７２内の走行体７３の上下両面を挟み込みながら同期
して逆方向に回転することで、走行体３０を駆動してガイドレール７２に沿って移動する
ことができる。なお、ガイドレール７２は、駆動ローラ７４ｂ，７４ｃが設けられている
に開口部が形成されている。
【００６３】
　この駆動装置７４は、ガイドレール７２に、その長手方向に沿って所定間隔で複数配置
されており、駆動装置７４の配置間隔は、走行体７３の長さよりも短い間隔となっている
。そのため、ガイドレール７２に沿って所定間隔で配置された複数の駆動装置７４は、少
なくとも１つが必ずガイドレール７２内の走行体７３を挟持して駆動可能となっている。
【００６４】
　なお、図１に示すように、ガイドレール７２が複数の第３ガイドレール７２ｄに分岐す
る箇所には、走行体７３の進路を切り替える進路切替装置（図示略）が設けられている。
また、複数のガイドレール７２ｄが合流する箇所には、合流装置（図示略）が設けられて
いる。
【００６５】
　また、このように構成された紙通し装置７１において、図４から図６に示すように、印
刷装置Ｕから排出されるウェブＷの先端部に対して仕立処理を行う仕立装置８１が設けら
れている。ここでは、印刷ユニットＵ１の排出側、つまり、印刷ユニットＵ１の上方に仕
立装置８１が設けられた構成について説明する。なお、別の印刷ユニットＵ２～Ｕ６もほ
ぼ同様の構成となっている。
【００６６】
　そして、仕立装置８１のよる仕立工程は、印刷装置Ｕから排出されたウェブＷの先端部
を作業台９１に載置し、ウェブＷの先端部Ｗａにおける幅方向の中心より一方側に第１傾
斜案内部を有する第１案内部材１０１を位置決め部により固定する第１仕立工程と、ウェ
ブＷの先端部Ｗａにおける幅方向の中心より他方側に第２傾斜案内部を有する第２案内部
材１０２を位置決め部により固定する第２仕立工程と、を有している。
【００６７】
　即ち、印刷ユニットＵ１から上方に排出されたウェブＷは、ガイドローラ８２に案内さ
れた後、ドラグローラ１２に巻き取られ、ガイドローラ８３，８４に案内されて走行可能
となっている。そのため、第２ガイドレール７２ｃは、ガイドローラ８２、ドラグローラ
１２、ガイドローラ８３，８４に案内されるウェブＷの走行経路の両側に沿って配置され
ている。また、ドラグローラ（駆動ローラ）１２に対応して２つの支持ローラ（支持部材
）８５が設けられており、この支持ローラ８５は、エアシリンダ８６により移動可能とな
っている。つまり、支持ローラ８５は、ドラグローラ１２に対接してウェブＷを支持可能
な支持位置と、ドラグローラ１２から離間する離間位置とに移動可能となっている。従っ
て、エアシリンダ８６により支持ローラ８５がドラグローラ１２に対接することで、ウェ
ブＷ（ウェブ先端部Ｗａ）を保持（保持装置）することができる。
【００６８】
　仕立装置８１は、ウェブＷの先端部Ｗａを載置する作業台９１を有している。この作業
台９１は、印刷ユニットＵ１から上方に走行するウェブＷの下方であって、ガイドローラ
８３，８４及び支持ローラ８５に隣接して設けられておる。また、作業台９１は、所定の
長さを有すると共に、ウェブＷの幅方向に長い板形状をなし、左右端部が印刷機フレーム
９２，９３に固定されている。そして、作業台９１は、ウェブＷ側に向けて上方に傾斜し
て配置されている。
【００６９】
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　作業台９１は、ウェブＷの幅よりも長い幅に設定され、左右端部の上面に保持装置９４
，９５が設けられている。この保持装置９４，９５は、保持プレート９４ａ，９５ａの端
部が支持軸９４ｂ，９５ｂにより回動自在に支持され、ばね９４ｃ，９５ｃにより保持プ
レート９４ａ，９５ａが作業台９１の上面に密着する方向に付勢支持されている。従って
、印刷ユニットＵ１から排出されてガイドローラ８２、ドラグローラ１２、ガイドローラ
８３に案内された後のウェブＷの先端部Ｗａを作業台９１の上面に載置し、２つの保持装
置９４，９５により保持することができる。
【００７０】
　また、作業台９１は、上面にウェブＷの先端部Ｗａを位置決めするウェブ位置決め部が
設けられている。作業台９１は、上面における下端部に、ウェブＷの先端部Ｗａにおける
幅方向端部の位置決めを行う幅方向端部位置決め線Ｌ１，Ｌ２と、ウェブＷにおける幅方
向中心部（中心位置）を位置決めする幅方向中心部位置決め線Ｌ３と、ウェブＷに対して
後述する第２案内部材１０２を固定する位置を位置決めする第２案内部材位置決め線Ｌ４
が設けられている。
【００７１】
　そして、仕立装置８１は、作業台９１にウェブＷの先端部Ｗａが位置決めされた状態で
仕立処理を行う。この仕立処理とは、給紙ユニットＲ１の巻取紙から繰り出されてインフ
ィードユニットＩ１及び印刷ユニットＵ１を通ったウェブＷの先端部Ｗａの先端部に、紙
通しを行うための２つの案内部材１０１，１０２を固定する処理であり、各案内部材１０
１，１０２は、連結部材としての紐１０３，１０４により左右の走行体７３に連結される
。この場合、第１案内部材１０１は、第２案内部材１０２より大きな形状となっている。
【００７２】
　第１案内部材１０１は、ウェブＷの先端側に向けて先細になる第１傾斜案内部が設けら
れると共に、ウェブＷの長手方向に対する位置決め部が設けられ、その幅がウェブＷの半
分（１／２）の幅より若干小さい幅となっている。即ち、この第１案内部材１０１は、光
透過部材により半透明に形成され、ウェブＷの長手方向に沿う第１直線部１０１ａと、ウ
ェブＷの幅方向に沿って第１直線部１０１ａと直角をなす第２直線部１０１ｂと、第１直
線部１０１ａに対して所定角度θ１をなす第１傾斜案内部１０１ｃからなる直角三角形を
なしている。この場合、第１傾斜案内部１０１ｃの角度θ１は、４５度以下に設定される
ことが好ましい。また、第１案内部材１０１は、第２直線部１０１ｂの近傍にこの第２直
線部１０１ｂと平行をなすウェブ位置決め線Ｌ５が記載されている。
【００７３】
　そして、第１案内部材１０１は、ウェブＷの先端部Ｗａに、ウェブＷの幅方向の中心Ｏ
より一方側（印刷機操作側）であって、ウェブＷの先端部Ｗａにウェブ位置決め線Ｌ５を
もって固定される。即ち、第１案内部材１０１は、第１直線部１０１ａがウェブＷの一側
に位置決めされ、ウェブ位置決め線Ｌ５がウェブＷの先端に位置決めされることで、ウェ
ブＷの先端部Ｗａに前方へ突出した位置に固定される。
【００７４】
　第２案内部材１０２は、ウェブＷの先端側に向けて先細になる第２傾斜案内部が設けら
れている。即ち、この第２案内部材１０２は、光透過部材により半透明に形成され、ウェ
ブＷの長手方向に沿う第１直線部１０２ａと、ウェブＷの幅方向に沿って第１直線部１０
２ａと直角をなす第２直線部１０２ｂと、第１直線部１０２ａに対して所定角度θ２をな
す第２傾斜案内部１０２ｃからなる直角三角形をなしている。この場合、第２傾斜案内部
１０２ｃの角度θ２は、４５度以下に設定されることが好ましい。
【００７５】
　そして、第２案内部材１０２は、ウェブＷの先端部Ｗａに、ウェブＷの幅方向の中心Ｏ
より他方側（印刷機駆動側）であって、ウェブＷの先端部Ｗａに第１案内部材１０１にお
けるウェブ位置決め線Ｌ５を基準として固定される。即ち、第２案内部材１０２は、第１
直線部１０２ａがウェブＷの他側に平行で作業台９１の第２案内部材位置決め線Ｌ４に位
置決めされ、第１直線部１０２ａと第２傾斜案内部１０２ｃとで角度θ２をなす頂点がウ
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ェブＷの先端に位置決めされることで、ウェブＷの先端部Ｗａに固定される。
【００７６】
　これにより、第１案内部材１０１は、ウェブＷの幅方向の中心Ｏより一方側に寄って固
定され、第２案内部材１０２は、ウェブＷの幅方向の中心Ｏより他方側であると共に中心
Ｏ側に寄って固定されることとなる。そして、第２案内部材１０２におけるウェブＷの長
手方向の長さは、第１案内部材１０１における第２直線部（基端部）１０１ｂから位置決
め線Ｌ５までの長さと略同等に設定されている。即ち、各案内部材１０１，１０２は、第
１直線部１０１ａ，１０２ａがウェブＷの一方側（印刷機操作側）に位置した直角三角形
をなし、第２案内部材１０２におけるウェブＷの搬送方向（長手方向）の長さは、第１案
内部材１０１におけるウェブＷの搬送方向（長手方向）の長さより短く設定されている。
【００７７】
　また、紙通し装置７１は、印刷ユニットＵ１の排出側に仕立装置８１が設けられている
ことから、この仕立装置８１により仕立処理されたウェブＷの先端部Ｗａは、この位置で
走行体７３と連結する必要がある。そのため、ウェブＷの走行経路の両側に設けられた左
右一対のガイドレール７２（第２ガイドレール７２ｃ）は、走行体７３を検出する走行体
検出センサ１１１が設けられており、制御装置１１２は、この走行体検出センサ１１１が
走行体７３を検出したときには、駆動装置７４を停止するようにしている。また、作業者
が操作する操作装置１１３が設けられ、駆動装置７４に接続されている。
【００７８】
　ここで、本実施例の紙通し装置７１による紙通し方法並びに仕立装置８１による仕立方
法について説明する。
【００７９】
　新聞用オフセット輪転印刷機において、図１２に示すように、給紙装置Ｒの給紙ユニッ
トＲ１～Ｒ７から供給された各ウェブＷは、インフィード装置Ｉの各インフィードユニッ
トＩ１～Ｉ７に介して印刷装置Ｕの各印刷ユニットＵ１～Ｕ６に供給され、ここで印刷が
行われる。そして、印刷済の複数のウェブＷは、ウェブパス装置Ｄの各ウェブパスユニッ
トＤ１，Ｄ２にて、スリッタにより縦裁断され、ターンバーにより走行経路が変更され、
コンペンセータにより搬送位置が調整されてから所定の順番に重ね合わされる。そして、
折機Ｆでは、複数の重ねられたウェブＷが導入されると、ウェブＷを縦折りし、所定の長
さで横裁断し、横折りして折帖を形成し、新聞として排紙する。
【００８０】
　この印刷作業にて、所定の種類の新聞が所定部数だけ印刷されると、別の新聞の印刷作
業を行う。このとき、新聞における枚数などが相違するときには、ウェブＷの走行経路が
変わることから、新たに複数のウェブＷの紙通し作業を行う。
【００８１】
　所定の新聞の印刷が完了すると、印刷機を停止した後、図４に示すように、印刷ユニッ
トＵ１の排出側にて、エアシリンダ８６により支持ローラ８５をドラグローラ１２に対接
し、ドラグローラ１２と支持ローラ８５によりウェブＷを挟持する。そして、ガイドロー
ラ８４及び走行体検出センサ１１１より所定距離だけ下流側でウェブＷを幅方向に沿って
切断する。なお、この作業は、別の印刷ユニットの排出側でも、同様の作業を行う。する
と、切断位置よりも上流側のウェブＷの先端部Ｗａが自由状態となることから、このウェ
ブＷの先端部Ｗａに対して仕立処理を行う。一方、切断位置よりも下流側のウェブＷの後
端部も自由状態となることから、ウェブパス装置Ｄや折機Ｆなどを駆動することで、印刷
機に残留するウェブＷを排出する。
【００８２】
　仕立装置８１による仕立作業にて、図６及び図７に示すように、作業者は、切断された
ウェブＷの先端部Ｗａが自由状態であることから、まず、このウェブＷをたるませてその
先端部Ｗａを作業台９１上に載置し、位置決めすると共に保持する。即ち、作業者は、ウ
ェブＷの先端部Ｗａを作業台に載置し、ウェブＷの先端部Ｗａにおける幅方向端部を幅方
向端部位置決め線Ｌ１，Ｌ２に合わせた後、先端部Ｗａの左右端部を保持装置９４，９５
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により保持する。
【００８３】
　次に、作業者は、図８に示すように、ウェブＷの先端部Ｗａに第１案内部材１０１と第
２案内部材１０２を固定する。この第１案内部材１０１は、第１直線部１０１ａがウェブ
Ｗの一側に位置決めされ、ウェブ位置決め線Ｌ５がウェブＷの先端に位置決めされた後、
仮止めテープ１２１により仮止めされる。また、第２案内部材１０２は、第１直線部１０
２ａがウェブＷの他側に平行で作業台９１の第２案内部材位置決め線Ｌ４に位置決めされ
、頂点がウェブＷの先端に位置決めされた後、仮止めテープ１２２により仮止めされる。
ここで、ウェブＷの先端部Ｗａに対して、第１案内部材１０１と第２案内部材１０２との
ウェブＷの長手方向（ウェブＷの走行方向）の位置決めがなされる。
【００８４】
　そして、作業者は、図９に示すように、第１案内部材１０１の仮止めテープ１２１をは
がし、固定テープ１３１，１３２，１３３によりこの第１案内部材１０１を確実に固定す
る。また、作業者は、第２案内部材１０２の仮止めテープ１２２をはがし、固定テープ１
４１，１４２，１４３によりこの第２案内部材１０２を確実に固定する。
【００８５】
　続いて、作業者は、図１０に示すように、保持装置９４，９５によるウェブＷの先端部
Ｗａの保持を解除し、ウェブＷを手前へ引き出す。そして、作業者は、図１１に示すよう
に、ウェブＷの先端部Ｗａの角部を第２案内部材１０２の第２傾斜案内部１０２ｃに沿っ
て折り畳み、テープ１５１により固定する。なお、この場合、ウェブＷの先端部Ｗａの角
部を第２案内部材１０２の第２傾斜案内部１０２ｃに沿って切断してもよい。これにより
、ウェブＷの先端部Ｗａに第２傾斜案内部１０２ｃに沿った第３傾斜案内部１５２が形成
されると共に、第１案内部材１０１と第２案内部材１０２との間にウェブＷの先端におけ
る幅方向の中心部に対応してウェブＷの幅方向に沿う直線部１５３が形成される。
【００８６】
　ウェブＷの先端部Ｗａに第１案内部材１０１と第２案内部材１０２を固定されることで
、仕立処理が完了すると、図４及び図５に示すように、このウェブＷの先端部Ｗａ（第１
案内部材１０１、第２案内部材１０２）を紐１０３，１０４により走行体７３に連結する
。この場合、ガイドレール７２は、給紙ユニットＲ１に始端部７２ａが配置されているこ
とから、作業者は、左右のガイドレール７２に各始端部７２ａから走行体７３をそれぞれ
挿入し、駆動装置７４により走行体７３を移動する。すると、各走行体７３が第１ガイド
レール７２ｂから第２ガイドレール７２ｃに移動したとき、走行体検出センサ１１１がこ
の走行体７３の検出ブロック７３ｅを検出し、制御装置１１２は、駆動装置７４を停止す
る。すると、左右の走行体７３は、ガイドレール７２の長手方向における同位置に停止す
る。
【００８７】
　作業者は、ウェブＷの先端部Ｗａに固定された各案内部材１０１，１０２の頂点に紐１
０３，１０４の一端部を固定する一方、左右のガイドレール７２の各走行体７３の連結孔
７３ｄに紐１０３，１０４の他端部を固定する。この場合、紐１０３，１０４は、その長
さが予め設定されており、ウェブＷの先端部Ｗａに固定された各案内部材１０１，１０２
の前後位置が適正に位置決めされていることから、左右の走行体７３に緩みなく適正に固
定される。
【００８８】
　そして、作業者は、操作装置１１３により紙通し開始信号を出力すると、制御装置１１
２は、駆動装置７４を駆動し、左右の走行体７３をガイドレール７２に沿って移動する。
すると、ウェブＷの先端部Ｗａは、紐１０３，１０４を介して左右の走行体７３に引かれ
、予め設定された所定の走行経路を通って折機Ｆまで移動し、紙通し処理が行われる。
【００８９】
　このように本実施例のウェブの仕立構造にあっては、ウェブＷの先端側に向けて先細に
なる第１傾斜案内部１０１ｃが設けられ、ウェブＷの先端部ＷａにウェブＷの幅方向の中
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心Ｏより一方側であって、ウェブＷの先端に長手方向に対するウェブ位置決め線Ｌ５をも
って固定される第１案内部材１０１を設けている。
【００９０】
　従って、第１傾斜案内部１０１ｃを有する第１案内部材１０１が、ウェブ位置決め線Ｌ
５によりウェブＷの先端部Ｗａに高精度に固定されることとなり、ウェブＷの先端部Ｗａ
を幅方向の全体にわたって斜めに切断する必要はなく、また、ウェブＷの先端部Ｗａに幅
方向に大きなタブなどを固定する必要はなく、ウェブ仕立作業時間を短縮することで作業
性を向上することができる。
【００９１】
　本実施例のウェブの仕立構造では、ウェブの先端における幅方向の中心部ＯにウェブＷ
の幅方向に沿う直線部１５３を設けている。従って、ウェブＷが走行経路の途中で、スリ
ッタＤ１１により幅方向の中心部Ｏで切断されるとき、直線部１５３から切断されること
となり、各案内部材１０１，１０２が損傷することなく、ウェブＷを適正に切断すること
ができる。
【００９２】
　本実施例のウェブの仕立構造では、第１案内部材１０１を光透過部材により形成してい
る。従って、ウェブＷの上面に第１案内部材１０１を置いても、第１案内部材１０１を通
してウェブＷの先端を確認することができ、ウェブＷの先端と第１案内部材１０１のウェ
ブ位置決め線Ｌ５とを容易に適合させることができ、作業性を向上することができる。
【００９３】
　本実施例のウェブの仕立構造では、第１傾斜案内部１０１の先端部を４５度以下の角度
に設定している。従って、ウェブＷをウェブパス装置ＤのターンバーＤ１２に第１案内部
材１０１を介して適正に通すことができる。
【００９４】
　本実施例のウェブの仕立構造では、ウェブＷの先端側に向けて先細になる第２傾斜案内
部１０２ｃが設けられ、ウェブＷの先端部ＷａにウェブＷの幅方向の中心Ｏより他方側で
あって、ウェブＷの先端に固定される第２案内部材１０２を設けている。従って、第１傾
斜案内部１０１ｃを有する第１案内部材１０１がウェブＷの先端部Ｗａにおける幅方向の
一方側に固定され、第２傾斜案内部１０２ｃを有する第２案内部材１０２がウェブＷの先
端部Ｗａにおける幅方向の他方側に固定されるため、ウェブＷが走行経路の途中で、スリ
ッタＤ１１により幅方向の中心部Ｏで切断された後、各案内部材１０１，１０２により切
断された各ウェブＷを適正に走行させることができる。
【００９５】
　本実施例のウェブの仕立構造では、第２案内部材１０２の先端を第１案内部材１０１の
ウェブ位置決め線Ｌ５を基準として固定される。従って、ウェブＷの長手方向における２
つの案内部材１０１，１０２の固定位置が適正位置となり、ウェブＷは、幅方向の各端部
がそれぞれ案内部材１０１，１０２を介して適正に牽引されることとなり、ウェブＷを適
正に走行させることができる。
【００９６】
　本実施例のウェブの仕立構造では、第２案内部材１０２におけるウェブＷの長手方向の
長さを、第１案内部材１０１における基端部から位置決め線Ｌ５までの長さと略同等に設
定している。従って、ウェブＷに対して第１案内部材１０１を固定する領域を適正に設定
することができ、第１案内部材１０１を精度良く固定することができる。
【００９７】
　本実施例のウェブの仕立構造では、第２案内部材１０２がウェブＷの幅方向の中心Ｏよ
り他方側であると共に中心Ｏ側に寄って固定され、ウェブＷの先端部Ｗａが第２傾斜案内
部１０２ｃに沿って加工されている。従って、ウェブＷの幅方向の他方側は、第２案内部
材１０２の第２傾斜案内部１０２ｃに沿った第３傾斜案内部１５２となることから、この
ウェブＷを適正に走行させることができる。
【００９８】
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　本実施例のウェブの仕立構造では、第２案内部材１０２におけるウェブＷの長手方向の
長さを、第１案内部材１０１におけるウェブＷの長手方向の長さより短く設定している。
従って、第２案内部材１０２の先端部に紐１０４が連結され、ウェブＷの幅方向に他方側
に向けて牽引されることでウェブＷが搬送されるとき、第２案内部材１０２が変形しにく
くなり、ウェブＷを適正に走行させることができる。
【００９９】
　また、本実施例のウェブの仕立方法にあっては、ウェブＷの先端を幅方向に沿って切断
する工程と、ウェブＷの先端部Ｗａを所定の位置に位置決めする工程と、第１傾斜案内部
１０１ｃと長手方向の位置決め線Ｌ５を有する第１案内部材１０１をウェブＷの幅方向の
中心より一方側であってウェブＷの先端部Ｗａに位置決め線Ｌ５をもって固定する工程と
、を有している。
【０１００】
　従って、幅方向に沿ったウェブＷの先端部に、第１傾斜案内部１０１ｃを有する第１案
内部材１０１が、ウェブ位置決め線Ｌ５により高精度に固定されることとなり、ウェブＷ
の先端部Ｗａを幅方向の全体にわたって斜めに切断する必要はなく、また、ウェブＷの先
端部Ｗａに幅方向に大きなタブなどを固定する必要はなく、ウェブ仕立作業時間を短縮す
ることで作業性を向上することができる。
【０１０１】
　本実施例のウェブの仕立方法では、第２傾斜案内部１０２ｃを有する第２案内部材をウ
ェブＷの幅方向の中心Ｏより他方側であってウェブＷの先端部Ｗａに位置決め線Ｌ５を基
準として固定する工程と、ウェブＷの先端部Ｗａを第２傾斜案内部１０２ｃに沿って加工
する工程とを設けている。従って、ウェブＷの長手方向における２つの案内部材１０１，
１０２の固定位置が適正位置となり、ウェブＷは、幅方向の各端部がそれぞれ案内部材１
０１，１０２を介して適正に牽引されることとなり、ウェブＷを適正に走行させることが
できる。
【０１０２】
　本実施例のウェブの仕立方法では、第１案内部材１０１と第２案内部材１０２との間に
ウェブＷの先端における幅方向の中心Ｏに対応してウェブＷの幅方向に沿う直線部１５３
を設けている。従って、第１傾斜案内部１０１ｃを有する第１案内部材１０１がウェブＷ
の先端部Ｗａにおける幅方向の一方側に固定され、第２傾斜案内部１０２ｃを有する第２
案内部材１０２がウェブＷの先端部Ｗａにおける幅方向の他方側に固定され、その間に直
線部１５２が設けられることで、ウェブＷが走行経路の途中で、スリッタＤ１１により幅
方向の中心部で切断されるとき、直線部１５２から切断されることとなり、各案内部材１
０１，１０２が損傷することなく、ウェブＷを適正に切断することができる。
【０１０３】
　また、本実施例の紙通し装置にあっては、印刷装置Ｕから排出されるウェブＷの先端部
に対して仕立処理を行う仕立装置８１と、印刷装置Ｕから折機ＦまでのウェブＷの走行経
路に沿って配設されるガイドレール７２と、仕立処理されたウェブＷの先端部が結合され
てガイドレール７２に沿って走行自在な走行体７３と、走行体７３をガイドレール７２に
沿って走行駆動する駆動装置７４とを設けている。
【０１０４】
　従って、印刷装置Ｕの排出側に仕立装置８１を設けることで、巻取紙から引き出された
ウェブＷの先端部を印刷装置Ｕに通す必要がなくなり、紙通しを行うための作業時間を短
縮することで作業性を向上することができる。
【０１０５】
　即ち、新聞は、記載内容が変わっても、巻取紙（ウェブ）の種類が変わることはほとん
どなく、印刷終了後に、給紙装置Ｒでウェブを切断せずに、印刷装置Ｕの排出側でウェブ
を切断することで、仕立装置８１は、既に印刷装置Ｕを通っているウェブＷに対して仕立
装置が仕立処理を行えばなく、巻取紙から引き出されたウェブＷの先端部を印刷装置Ｕに
通す必要がなくなる。
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【０１０６】
　本実施例の紙通し装置では、仕立装置８１に印刷装置Ｕから排出されるウェブＷの先端
部を載置する作業台９１を設けている。従って、ウェブＷの先端部を作業台９１に載置し
た状態で仕立処理を行うこととなり、ウェブＷの先端部の仕立処理を容易に行うことがで
きる。
【０１０７】
　本実施例の紙通し装置では、作業台９１にウェブＷの先端部を保持する保持装置９４，
９５を設けている。従って、保持装置９４，９５によりウェブＷの先端部が保持された状
態で、仕立処理を行うこととなり、ウェブＷが自重で印刷ユニットＵ１側に落下すること
はなく、このウェブＷの先端部の仕立処理を精度良く行うことができる。
【０１０８】
　本実施例の紙通し装置では、作業台９１にウェブの先端部を位置決めする幅方向端部位
置決め線Ｌ１，Ｌ２と幅方向中心部位置決め線Ｌ３を設けている。従って、ウェブＷの先
端部を作業台９１に載置し、各位置決め線Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３によりウェブＷの先端部を位
置決めした状態で、仕立処理を行うこととなり、ウェブＷの先端部の仕立処理を容易に、
且つ、高精度に行うことができる。
【０１０９】
　本実施例の紙通し装置では、印刷装置ＵよりウェブＷの搬送方向の下流側にウェブＷを
搬送するドラグローラ１２を設け、このドラグローラ１２に対して着脱自在な支持ローラ
８５を設けている。従って、切断されたウェブＷは、先端部がドラグローラ１２と支持ロ
ーラ８５により挟持され、この状態で仕立処理を行うこととなり、ウェブＷの先端部の仕
立処理を容易に、且つ、高精度に行うことができる。
【０１１０】
　本実施例の紙通し装置では、仕立装置８１の近傍で走行体７３を検出する走行体検出セ
ンサ１１１と、走行体検出センサ１１１が走行体７３を検出したときに駆動装置７４を停
止する制御装置１１２を設けている。従って、走行体７３を仕立装置８１の近傍の所定の
位置に適正に停止させることができ、この走行体７３に対して仕立処理されたウェブＷの
先端部を容易に連結することができる。
【０１１１】
　また、本実施例の紙通し方法にあっては、ウェブＷの走行を停止して印刷装置Ｕから排
出されたウェブＷを幅方向に切断する切断工程と、切断された下流側のウェブＷの先端部
に対して仕立処理を行う仕立工程と、ウェブＷの走行経路に沿ったガイドレール７２にお
ける印刷装置Ｕの排出側の連結位置に走行体７３を停止する走行体停止工程と、仕立処理
されたウェブＷの先端部に走行体７３を連結する連結工程と、走行体７３を移動してウェ
ブＷの先端部を印刷装置Ｕからウェブパス装置Ｄを介して折機Ｆまで通す紙通し工程とを
設けている。
【０１１２】
　従って、ウェブＷの走行を停止して印刷装置Ｕから排出されたウェブＷを幅方向に切断
し、この切断された下流側のウェブＷの先端部に対して仕立処理を行い、仕立処理された
ウェブＷの先端部を印刷装置Ｕの排出側の連結位置に停止した走行体７３を連結し、折機
ＦまでウェブＷを通すこととなり、巻取紙（ウェブＷ）の種類が変わらなければ、ウェブ
Ｗの先端部を印刷装置Ｕに通す必要がなくなり、紙通しを行うための作業時間を短縮する
ことで作業性を向上することができる。
【０１１３】
　本実施例の紙通し方法では、仕立工程にて、印刷装置Ｕから排出されたウェブＷの先端
部を作業台９１に載置し、ウェブＷの先端部における幅方向の中心より一方側に第１傾斜
案内部１０１ｃを有する第１案内部材１０１をウェブ位置決め線Ｌ５により固定する第１
仕立工程と、ウェブＷの先端部における幅方向の中心より他方側に第２傾斜案内部１０２
ｃを有する第２案内部材１０２をウェブ位置決め線Ｌ５により固定する第２仕立工程とを
設けている。従って、ウェブＷが走行経路の途中で、スリッタＤ１１により幅方向の中心
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部で切断された後、ウェブＷを適正に走行させることができる。
【０１１４】
　本実施例の新聞用オフセット輪転印刷機にあっては、この紙通し装置７１が設けられる
ので、紙通しを行うための作業時間を短縮することで作業性を向上することができる。
【０１１５】
　なお、上述した実施例では、印刷装置Ｕの排出側で、ウェブＷの先端部Ｗａに第１案内
部材１０１と第２案内部材１０２を固定したが、印刷装置Ｕの排出側で、ウェブＷの先端
部Ｗａに第１案内部材１０１を固定し、スリッタＤ１１の前後で、ウェブＷの先端部Ｗａ
に第２案内部材１０２を固定してもよい。
【０１１６】
　また、上述した実施例では、印刷装置Ｕの排出側で、ウェブＷの先端部Ｗａに第１案内
部材１０１と第２案内部材１０２を固定したが、給紙装置Ｒで、ウェブＷの先端部Ｗａに
第１案内部材１０１と第２案内部材１０２を固定してもよい。
【０１１７】
　また、上述した実施例では、各位置決め部を位置決め線Ｌ１～Ｌ５としたが、線に限ら
ず、点や記号などを用いてもよい。
【符号の説明】
【０１１８】
　１２　ドラグローラ（駆動ローラ）
　７１　紙通し装置
　７２　ガイドレール
　７３　走行体
　７４　駆動装置
　８１　仕立装置
　８５　支持ローラ（保持装置）
　９１　作業台
　９４，９５　保持装置
　１０１　第１案内部材
　１０２　第２案内部材
　１０１ｃ　第１傾斜案内部
　１０２ｃ　第２傾斜案内部
　１１１　走行体検出センサ
　１１２　制御装置
　１１３　操作装置
　１５２　第３傾斜案内部
　１５３　直線部
　Ｒ　給紙装置
　Ｒ１～Ｒ７　給紙ユニット
　Ｉ　インフィード装置
　Ｉ１～Ｉ７　インフィードユニット
　Ｕ　印刷装置
　Ｕ１～Ｕ６，Ｕ１１～Ｕ６２　印刷ユニット
　Ｄ　ウェブパス装置
　Ｄ１，Ｄ２　ウェブパスユニット
　Ｆ　折機
　Ｆ１，Ｆ２　折ユニット
　Ｌ１，Ｌ２　幅方向端部位置決め線
　Ｌ３　幅方向中心部位置決め線
　Ｌ４　第２案内部材位置決め線
　Ｌ５　ウェブ位置決め線
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　Ｗ　ウェブ（巻取紙）
　Ｗａ　ウェブ先端部
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